









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































技能職 ２ １ ３１４ 【●｝ ６ ７ ５ 
専門技能
技術研究職
（含研究員） １ ２ 
ｑ
」 ４ ５ 
究研 貝





事務IMI １ 目 １ Ｂ １ １ ２ 陽
営業職 1 ２ 目 ４ ５ い、
係長(含主任）
１ 豚 六







務Ｉ 般事務Ⅱ 専 !； 皇督職
卜ⅡⅡ２工'２













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































熾諒罫轍謎凱・鶴誌縛写弄騒群議扇Ｓ繕績満謙穆域糾腫啓魚諏静か鷺鈩冨皿童露酢Ⅷ＋靱輩厭酢柵酬吋謬←零軒輌鄭醐鰔輪倒鵜戟嗽瞬笥叶⑪露製・》窮壽墓衛誌凱・謁隷鰐舗弄柵醤画含汁驍僑・鋼戒・黙露忘識Ｊ勲剴蓄黒罫特ｓ筥胖緋廼・向忘塞獅灘蕪。 ｉ歸罫榊鴎蹴簿乞弄梛釧構紹Ｓ汁麹行謙己・樹齢屋雷器卉巷蝉一」遣祷弾餡識．並蕊ら．「Ｆ唇鮮利舞式露錐餓蘇鑛宇八回棚獅稀騨・腱湘棚叶騰輸埣戯露餅嫌杉一再智獣ご同夛誹園Ｓ蔚魁罫舜溝燕撫尋隣戴ｓ翠回、離撰、読巻綴勵戴〉鴛耕。 Ｉ鞠融蝉蝋蟻拷毎再調国Ｓ総譲隣咋齢塗・行泳Ｐ怪篁〆辱瑠割魎離肇議調或←ベ討風獄侍画・麹黍・当醗鋳奇祷騰舎が獅馴轍謬で再劃蝋諭聯馴騨郡熱守酊剣釧。 郷誤戴瀧
償喋騨議行露斗鹸溢繭，鵬僻・寅可。沫室祭ｓ蔚雛雪彗藍偉旦而蘋隣蘇鎖石扇呼算遡鍋野獣灘叶噸吟か。置峰瀞鋼而要呼血辮葺笛専重属諭鵜轆穴Ｊ壱 僧蝶劉璽郷難行室》永輯翻臆諦罫竺罰曾忌評厳酷Ｓ涜議・鱗諜’爾菖・鶏巍ｓ雪挫・鯛識鵯ｎＪ▽刑ｓ茜脹醜同轍料鵡冨讐誹佛軌赤獅醗、勘・謹臓緋銀行雪４岬瓢辨客嘗讓嗽胴坤飢・毎厘誤望郷耕作客壽瓠雪而ｌＵＳ橲昏代一八鱗洲ｄ汀瀞銅時邸穆’諭瀞鞭門諏雨－弾呼伽。 尚雌瓢騨梛釧ゾ零緋塞僑辮鎌互罎斗飢國歸騨曇頭鯛鄭言雪蕎灘勺甲引識爺ｓ蜑饗廠噸斡脹澱⑪調隔Ｓ瓢竪総襲・慶臘緋鹸而雁蜥伽瀞耕響瀞時叺門糊輝叶蝉六蕎烈両Ｕ夛司Ｓ駒諄罫針璽難敵瀬岑叡。 滋一●雛
瓶零審幹謀引欝面謀－科Ｓ嚇僻・判雑穂宕認許憲罷毎．僅灘齢Ⅱ斑黙Ｉ罫獄臓滝・難望叶鋼斗邨敷戴蓋客演脳Ｓ浄善華酊珊躯行闘灘ｆＪ⑭顯掲旬針郡。 輩雪ｓ鷺歸弄令を融ナ嵩緋で秣膳憾両貯⑪喬診憲可・排璽樫酔瞬靴佇ご科衝釧欝諜凱而沸山静研瓢箪露獣洲熱帆斡⑪韓鍬轟呼２Ｗ総零蒋涛薄罫暘斡〈絲秀画屏ｑ戸州Ｓ茜憾童筒一葱》拝ご呂黒剣那聖譲鷺砂房蝋祷謹瀞齢噸斗邨繭胸姉詠軌。 雪醗ｓ賛漏弄響徽ご聡乞・雌繍釧‐脚帥殿等訶吉峰駿，卦鱗鹸濤薄暮灘祷轍鵠勤行ｏ夛州診汁蝋撒包一秤圖術蜥諏而ｕ己べＧ峠祢ｓ跣割ｑア柵獅罫刊罧誹熱ご譲鵠獄嗣柵雲軍藍潮鵜川溝郡。←》ず謄噸癖雫孵溺溌醜告釘逼濟寺伽幽汗琴徽鰍雫⑬柵搬零侭Ｓ麗樹韓弓抄ご遥灘命針ご似遮環ら餅圃扉鮮短。 鶚蔀幽罫隷誤歎川熱砂ダ苫墹戦潜鵡・聡爵丙廿汁飢燭鍼両Ｕ毎パリ琲嘩。汁搬両扉Ｐ馴濡榊樫冨隠謬警罫難‐刈製雪難両隣編ぺ酬斑華・戴緬轆叶牢載。‐伊徽球琲嘩汽印Ｊペ針勘狩熊僻酢鴎・等例代蜑鶏鵠榊栽二琶臓鵲繋行收神鈩轆轤群餅鍬陦ぐぺ鱒率言百顛維菫廟守飢嘩騒獣馴椰。 窒黛
r竈'鍵辮iiill鍵■霊;溌騨蕊’
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１０ 一蝿 一J－４０ 一塁4５ 年
度
八八
組合ば、従業員身分の安定を一別提として配置転
換に応じ、省力化に協力しているが、これは企業
の繁栄と、従業員の雇用の安定、労働条件の向上
が相補う関係にあると認識しているためである。
Ａ
労
纐
ｌ
労
組
の
中
心
的
，
「
減
１
１
の
政
策
は、企業別組合に徹することにより、その成果を
獲得する実利主義であり、これにより当面の問題
も乗り切ろうとしている。
組合は、労使協力に熱心であるが、会社に支配
されている訳ではない。組合は「力の均衡のもと
における労使協力」という綱領の精神で闘争資金
を蓄積している。もっとも、団体交渉もストライ
キを背景としておこなわれたことばない。組合が
争議権の行使することによってではなく、昭和二
一一丁二七成立した協約関係を尊重することに労使
が
利
益
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
労
働
組
合
側
は
上
部
団
体
と
の
関
連
で
企
業
を
超
え
た
視
野
か
ら
政
策
を
決
定
し
て
公
嵩
題
を
め
ぐ
る
憲
の
態
篭
会
社
の
棗
と
裏
し
つ
つ
同
遣
広
い
菅
の
観
点
ｌ
同
盟
の
方
針
を
反
峡
し
つ
つ
Ｃ
 
ｌ
に
立
と
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
…
．
す
な
わ
ち
、
全
化
同
鍵
労
使
合
同
の
實
会
に
よ
っ
て
、
公
的
な
蓋
鑿
に
は
そ
れ
髭
上回る基準に達しているかどうか総点検し、予算を要求して改善を徹底する、公害のでる職場は休止も止むを得ない
という方針をとっているが、Ａ労組も同じ方針で臨んでいる。
組合の運営は幹部中心的であり、単一化によって中央染権化が進んだ。組合の会社に対する要求の決定、団体交渉「
妥結にあたって一般組合員が参加する機会は、大きな支部ではほとんどない。会社との接触できわめて重要な役割を
果している専門委員会が多数あるが、これらの組合側委員は、ほとんど本部および支部の専従的役員からなり、審議
過程で重要なもの（職務手当、勤務制度変更等）は中間報告がおこなわれたが、その他のものについては結論に達し
た後報告されてきた。そのために、何が審議されているか報告されていない委員会もあった。苦情処理は、支部執行
部が中心となって推進されるが、組合にとっては、一般組合員の側から不満や要望が提出され、上記のような幹部中
心の迦営を補いかつそれを可能とする重要な手続である。
中央における労使の接触の性格は問題により異っている。これは、協約による組合の意思決定への参加の程度の区
分と対応するものであるが、イニシャチーブの所在と関連して類型的には一一一つに分れると考えられる。第一は団体交
渉的准ものであり、組合が独自の要求をもつ分野である。第二は、会社が独自に、または組合の要望により原案を出
職場レベルの諸問題の処理方式
八九
位
を
維
持
し
て
い
る
以
上
は
、
はたいという事情もある。
いることによって組合は自律性を確保していると考えられる。また、組合リーダーが、従業員の支持によってその地
区
を
維
持
し
て
い
る
以
上
は
、
そ
の
利
益
を
推
進
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
従
業
員
の
生
活
上
の
要
求
は
、
社
会
一
般
の
も
の
と
異
る
訳
で
中
央
で
方
針
や
規
則
等
が
決
定
さ
れ
た
場
合
、
（
す
な
わ
ち
、
事
業
所
独
自
の
問
題
、
例
え
ば
給
食
、
安
全
衛
生
、
文
体
活
動
な
ど
で
はなく）事業場、職場レベルで組合がその運用に参加したり、監視したりすることは、ほぼないといってよいであろ
う。例えば人事考課については方式自体が中央で協議されるが、支部が考課に加わる』」とも、結果の分布状況をチェ
ックすることもない。運用は会社側を信頼し、問題があれば苦情処理でとりあげる建前である。
蔦
処
理
に
よ
っ
て
取
上
げ
ら
れ
る
問
題
椎
多
様
ｌ
藥
員
身
分
に
関
す
為
福
利
厚
生
蕊
蓼
の
謡
施
設
を
中
心
と
す
る
ｌ
で
■ 
あ
る
が
、
概
し
て
日
常
的
な
管
理
以
外
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
日
常
的
な
管
理
に
関
す
る
も
の
は
、
管
理
系
列
の
中
で
取
扱
わ
れ
て
い
る。部課長が人事考課の権限をもち実質的には下位の監督者がその役割の一部を分担していることも、業務に関連し
た苦情が潜在化する一因である。職場問題の中心と思われる労働条件の細目、すなわち個別の賃金の具体的金額、時
間、休暇等の運川の詳細、作業の制当などは、例外的にしか苦情にしって》」ない。これらの問題は、職場集川の中
も計|Ｉ
強純い、
。zＩＸＰ
職
場
レ
ベ
ル
の
諸
問
題
の
処
理
方
式
九○
し、組合が修正を要求するものであ為。専門委員会における規則や細則的運営準の決定がこれにあたってい為。第三
は、会社側が方針を示し組合が質問したり意見を述べたりするもので、経営方針、教育や福利厚生の年次計画に関す
る協議がこれに当る。この種の問題について苦情処理手続などで下部から提起された問題は第二、第三の型の協議で
取扱われてきたと考えられる。第二の靭一では組合側が、会社側の意思決定に先立って方針や制度の内容を事前に知
り、懲几を述べ、要求することが出来るという意味で労使は対等であるが、原案を作成し糠理する側の実質的な優位
は否定できない。協議すべき事頃は多方面にわたり、また、とくに専門技法的要素の強い職務手当、人事考課、教育
訓
練
、
要
員
管
理
な
ど
の
部
分
で
は
、
協
約
上
の
建
前
も
あ
る
が
、
専
門
ス
タ
フ
を
も
つ
会
社
の
ペ
ー
ス
で
問
題
が
処
理
さ
れ
る
可
能
性
で
、
そ
の
監
督
者
、
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
の
も
と
に
自
律
的
に
処
理
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
職
場
集
団
の
こ
の
種
の
自
律
性
は
従
来
年
功的熟練を要する職場について指摘されてきたが、相模工場のような新工場にも博税されているようである。集団の
リーダーの中から、組合内では支部委員などが出ているが、経営の末端の単位としての職場までは、労働力取引、協約
の具体化という観点は此かれない。しかし、人員抑制、省力化生産管理の組織化とともに問題の発生も予見された。
Ａの労使関係では、協力的雰囲気のもとで、広範囲の労使協議によって、多様な問題を処理し、従業員の不平を微
細なものについても汲糸上げてきた。組合がこのように広範囲な問題に詳細に関与できたのは、組合の協力的な姿勢
によるところが大きいであろう。組合ほここでは、労働力の取引者、協約の当事者としてよりは、経営への参加者と
して、職場間題を扱ってきたといえよう。これは、企業別組合に徹することによ為成果であぁとともに限界である。
なおまた、この諸関係を成立させていた埜驍に変化がないともいえない。労働条件の改善と企業の繁栄が両立すると
いう労組の哲学は、経営環境の悪化し続けるようなことがあれば、改めて問題となるかもしれない。また、戦後の労
使関係の変革を経験していない会社への帰属意識の低い労働者もふえている。世間一般の風潮として公害問題をはじ
め企業行動に対する批判が高まるとともに、個別企業の従業員の意識に影辨を及ぼさないとはいえない。全員参画的
な管理方式には、おそらくこのような問題への対応の意図も含まれていることであろう。
付記。この事例調査にあたり、協力していただいた、組合、会社の諸氏に謝意を表したい。○この事例調査は、一般的な事実と
論理の例証のために行ったもので、このケースに対する批判・提言を窓図したものではない。○この調査のため、文部欄科学研
究費（特定研究）および法政大学特別研究助成金を利用した。
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